
      

２０２０年１２月１６日  太田隆次 

１． 私達の祖先の縄文人の祖先は６万年前頃にアフリカから 

ラオス経由で日本に渡ってきた？東アジアの最古の人類？ 

 

日経に（2020.12.15）に「人類、いつ日本列島に？」、朝日(2020.12.10)に「ア

フリカ発ラオス経由で渡ってきた人類縄文人の祖先？という記事がありました。 

 

  



 



現在の通説では下の年表の赤字表示のように、最古の現生人類は２０万年ほど

前にアフリカで出現、６万年前頃に一斉にアフリカを出て全世界に西から東へ

移動しました。記事は「群馬県香坂山の旧石器時代の遺跡で出土した８００点近

い石器はユーラシアで出土する石器と共通点が多く、新石器時代や縄文時代よ

り以前の６万年ほど前にラオス経由で東アジアに渡ってきた人類のものらしい」

ということです。 

 

宇宙の始まり（ビッグバン）           136 億年前  

太陽系形成                   45~67 億年前 

地球の生命誕生期                 

  地球誕生                  46 億年前 

  バクテリアの出現              38 億年前 

  光合成する生物（藍藻）           32 億年前 

  大気中の酸素量増大             20 数億年前 

  最古の小惑星衝突              20 億年前 

  大規模氷河時代               8～6 億年前 

古生代 

    生命の多様化（三葉虫、アンモナイト、昆虫 

         ゴキブリ、節足動物、爬虫類） 5 億 7000 万 

～2 億 5000 万年前  

中生代 

  恐竜出現                  2 億 5000 万年前 

  哺乳類出現                 2 億 2500 万年前 

  鳥類出現                  1 億 5000 万年前 

  恐竜絶滅                    6500 年前 

新生代                      

  霊長類出現                   6500 万年前 

  アルプス、ヒマラヤ山脈形成           2500 万年前 

  直立二足走行の猿人出現              500 万年前 

  北京原人出現                   50 万年前 

  ネアンデルタ－ル人出現              23 万年前 

   １ 現生人類（ホモサピエンス）出現（アフリカ） 20 万年前 

    アフリカから世界各地に移住を始める 10 万年~６万年前 

    人類、農耕を始める               1 万 3000 年前 

    人類、家畜化を始める              1 万 1000 年前 

    人類、文明を作り戦争や自然環境の破壊を始める    5000 年前  



    人類、産業革命でエネルギ－大量消費始める      250 年前  

    人類、人口爆発始まる（35 億人から 70 億人へ）     40 年前 

      人類、人口爆発 100 億人に               90 年後 

注：現世人類＝現在生きている最古の人類（ホモサピエンス）  

  

２． 人類絶滅のテーマが議論されています                

１．戦争（核戦争、生物戦による人類滅亡）  

２．パンデミック（新型ウイルス 対 人類の戦い） 

     ３． 気候変動、環境破壊で地球温暖化、生命存続不能に 

     ４．人口減少による人類滅亡 

     ５．地学的・天文学的災害（地球近傍天体）よる人類滅亡 

     ６．太陽の進化で核融合活発化し地球の生態系絶滅 

     ７．太陽の赤色巨星化で消滅、地球も消滅 

     ８．ダークマターによる地球陸上生物の大量絶滅の可能性 

     ９．人類、地球脱出も視野に 

       月や火星など、単なる調査ではなく人類居住可能（Habitable）

な天体への移住や地球に住めなくなった時に備え自国民の「ノ

アの箱舟」の宇宙版を視野に 

 

８．ダークマター 天の川銀河が周期的に地球にもたらす大量絶滅とは？  

  

ダークマター参考記事〈ニューヨーク大学 ２０２０年１２月１０日発表〉 

 

ニューヨーク大学のマイケル・ランピーノ教授などからなる研究チームは 12 月

10 日、陸上生物の大量絶滅が、すでに知られている海洋生物の大量絶滅と同様

に約 2750 万年の周期で引き起こされていることが分かったと発表しました。研

究チームによれば、これらの大量絶滅には、私達の地球がある天の川銀河におけ

る太陽系の運動が深く関係している可能性があるといいます。 

まず、研究グループは陸上生物の大量絶滅に関する記録を統計的な手法などを

使って詳しく分析しました。すると、過去 3億年の間に約 2750 万の周期で 10 回

の陸上生物の大量絶滅が起こっていることが分りました。そして、そのうちの 8

回は、海洋生物の大量絶滅と同時期に起こっており、非常に大規模な火山活動を

伴っていました。また、その 8 回のうちの 3 回には巨大な隕石の衝突も伴って

いました。ところで、このように大量絶滅、非常に大規模な火山活動、巨大な隕

石の衝突が約 2750 万の周期で時を同じくして繰り返されるのは、単なる偶然の

一致なのでしょうか? 研究チームによると、そうではない可能性があるといい



ます。私達の太陽系は天の川銀河を 2億 5000 万年かけて公転しています。しか

し、直線的に公転しているのではなく、上下に大きく振動しながら公転していま

す。そのため太陽系は 3000 万年周期で天の川銀河の円盤状ディスクの真ん中の

部分を通過します。 

この円盤状ディスクの真ん中の部分には塵やガス、恒星、ダークマターなどが高

い密度で存在しています。ここで問題になるのはダークマターです。 

ダークマターは、観測不能ですが、渦巻銀河の回転速度や重力レンズ現象の観測

などさまざまな観測結果から、その存在はほぼ間違いないと考えられています。

実に私達の天の川銀河の質量の 9 割はダークマターで占められていると考えら

れています。研究チームによれば、このダークマターによって、非常に大規模な

火山活動や巨大な隕石の衝突が引き起こされた可能性があるといいます。つま

り、ダークマターの重力によって彗星の軌道が乱され地球への巨大な隕石の衝

突を発生させた可能性があるというのです。また、同時に、地球の核にたまった

ダークマターの粒子が互いに衝突して消滅することによって熱が発生し非常に

大規模な火山活動を発生させた可能性があるといいます。 

 

この見解は、まだ仮説の域をでませんが、もし、本当なら、とても興味深いです。

なお、この論文は最近、2020 年 12 月 10 日付で「Historical Biology」誌にオ

ンライン掲載されました。Image Credit: NASA/Serge Brunier 

Source: ニューヨーク大学／論文（日本語訳／飯銅重幸） 
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  ２００４年 日本地質学会 岩波書店 

・「人類歴史年表 

http://www.eonet.ne.jp/~libell/tikyuu.html 

・「地球４６億年」 

  ２０２０年 NEWTON PRESS 

・NHK スペシャル「列島誕生 ジオ ジャパン」 

  ２０１７年 宝島社 

・「宇宙と人間」 

  ２０２０年 野口幹夫 

・「宇宙に行くことは地球を知ること」 

  ２０２０年 野口聡一、矢野顕子 光文社新書 

・「人類の絶滅」ウイキペディア 

 


